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➨㸯学ᖺࠖࡃࡀࡳࠕ学⩦άື᱌ ᤵᴗ⪅ ࿴Ề ᣅᕭ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 １㝵㹁ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 

㸯 ༢ඖྡ ࡶ࡝ࡇのあࠕࢀࢃࡽὶືࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡍ

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

 「みがく」の時間は、学校という⎔ቃの中で自分のやりたいことを見つけ、活動する時間としている。

。ン⋢、あやとり、実㦂など、これまでに様々な活動が行われてきた࣎ࣕࢩの⌧れは多様で、ⰍỈやࡑ

れらは、明☜な目的や目ᶆがある活動とはゝい㞴いものである。また、継⥆性にஈしく、ᛮいつきでࡑ

ጞめた活動が、Ἳのようにᾘえていくこともある。しかし、子どもたちの関ᚰࡑのものが、本᮶ὶ動的

なものであるならࡑ、ࡤうしたあり方はྰ定されるものではない。むしろ、「やってみたい」というᛮ

いが⏕まれた▐間に、ࡑれを実行できることに、この時間の౯್があると考える。実際にやってみて、

「想ീしていたものと㐪った」とឤじた⤒㦂は、ㄡしも㌟にぬえがあるだろう。一度やってみることが

ಖドされているからこࡑ、子どもたちはḟの活動へと踏み出し、様々なものやことと出合っていく。 

子どもたち一ேࡦとりが、同じ教ᐊ✵間でࡑれぞれが␗なる活動に取り組んでいると、自↛と㞄に

いる௚者の活動が目にධってくる。ࡑこから新たな関ᚰが⏕まれ、互いの活動が変化していく。こうし

て教ᐊのあちこちでᒎ開されている活動は、ࢧーࢡル㸦分かち合う㸧でඹ᭷される。ࡑの日の活動につ

いて、ఏえたいとឤじた子どもがゝⴥを⨨き、⫈きᡭは自分とは␗なる活動を認めたり、時にはアࣂࢻ

 。スしたりすることもある࢖

一ேࡦとりが自分の関ᚰ஦に取り組めることは、௚者の活動を認めることに⧅がっている。ࡑれは、

「⚾が⚾のままでいていい」というឤぬをᨭえ、教ᐊにᏳᚰឤをもたらす。ࡑうした⤒㦂が重なり合い、

㸦ᅛ定されないὶ動的なまとまり㸧をᙧ成しࢪࢵࣜࣈンࢭー࣒的に⧅がりながら、子どもたちはアࢰࣜ

⥆けていく。 

 ప学年であࡑびこむ⤒㦂は、時✵を㉸えて❧ち⌧れることもある。例え１ࡤ年⏕で取り組んでいたࢩ

ࣕ࣎ン⋢の活動が、６年⏕になって再び⧅がり、新たな活動として⌧れることもある。しかし、ࡑのよ

うなᒎ開はㄡかがあらかじめணᮇできるものではない。ࡑもࡑも、ある出᮶஦がどのような⤒㦂へと⧅

がっていくのかは、ࡑもࡑもㄡにも見通すことのできないものである。だからこࡑ、子どもたちにᚲせ

௨上に目ᶆを設定させる活動ではなく、子どもの「いま̽ここ」を出発点にして、子どものために自分

にఱができるかを考える教ᖌのᙺ๭が重せである。ࡑれは、あらかじめ設定されている学⩦ෆᐜが存ᅾ

するという発想ではなく、子どもにとってどのようなことが学びだったのかをともに考えていく発想で

ある。 

本時は、� ᭶後༙からጞまった「みがく」の長い文⬦の㏵上にある１࣐ࢥである。１᭶中᪪の時点で

は、教ᐊには௨ୗに♧す活動が見られた㸦名前㸭活動ෆᐜ㸧。 
つくるࢳー࣒ 㸭 ẁ࣎ールで部ᒇ࡙くり ࣆタࣛࢦスࢳࢵ࢖ 㸭 ࣆタࢥࣛࢦース࡙くり 

⏕き≀ᐆ▼化▼ࢳー࣒ 㸭ࣖࣔࣜのᐙ࡙くり ᢡ⣬ 㸭 ᢡり⣬でసရ࡙くり 

 ー࣒㸭㐲くにとぶ⣬㣕行ᶵ࡙くり 実㦂 㸭 おもしろいとᛮった実㦂をするࢳル⣬㣕行ᶵࢼࢪࣜ࢜

ᕤసࢳー࣒ 㸭 ⢓ᅵやẟ糸を౑ってసရ࡙くり ࣛࣂンス 㸭 一㍯㌴やࣛࣂンス࣎ールに஌る 

２᭶中᪪にこれらの活動のいくつかが姿をᾘしているྍ⬟性もあるが、当日の子どもたちがఱに関

ᚰをよせて活動しているのか、ࡑの姿を、参会者の方々に見ていただきたいと考えている。ࡑれは、᏶

成した成果ではなく、子どもがఱに関ᚰを寄せ、ఱと関わりながら時間を㐣ごしているのか、またࡑの

関係性の中で、どのようなやりとりや変化が⏕じているのかに目を向けていただきたい。 

㸱 学⩦άືィ⏬㸦࡛ࡲࢀࡇのᒚṔࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸯学ᖺのグ㘓をཧ↷㸧 
１学ᮇ ࠥ「みがく」のጞまりࠥ 

やりたいことをやってみよう 

㸦関ᚰについて考える㸧 

２学ᮇࠥ኱ேの「みがく」のጞまりࠥ 

Ⰽ々な活動にゐれてみよう 

㸦多様なものにゐれる㸧 

㸱学ᮇ ࠥ「みがく」のまとめࠥ 

最後にどんなことがしたいかな 

㸦やりたいことをၥい直す㸧 

㸲 ᮏ᫬のάື࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭自分㸦たち㸧のやりたいことを⣡ᚓのいくᙧで進める。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な活動と子どもの姿 ␃意点

１㸬ࡑれぞれの活動を進める 

２㸬分かち合う㸦ࢧーࢡル㸧 

࣭教ᖌは、自分の᣺る⯙いが子どもにどのようなᙳ㡪を୚えるか

をᖖに考えて行動する。 

࣭≧ἣにᛂじて、分かち合う時間を設定する。 

➨㸰学ᖺࠕᅗ⏬ᕤసࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ 小἟ ᚊ子 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 ２㝵アト࢚ࣜ２  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮  

㸯 㢟ᮦྡ ࡦびࡁあ̿ࡿࢀ࠿ࡽࡦ̿ ࢚ࣜࢺ࢔࠺ 

㸦㸯㸧㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

 これまで本部会では、子どもを一ேのಶேで᏶⤖した存ᅾとしてではなく、ࡦと࣭もの࣭こと࣭場

などの様々な௚者との関係の中で変わり⥆ける存ᅾとして捉え直し、子どもが≀஦をわかっていく㐣程

に目を向けた「アートメタ認知」を提案してきた。今年度は本部会の研究ࢸー࣐を「ともになっていく」

と᭦新し、子ども自㌟の意ᅗやุ᩿にとどまらࡎ、関係の中で⏕㉳する出᮶஦や変化ࡑのものに目を向

けることで、アト࢚ࣜでの学びを⏕成のࢭࣟࣉスとして考える。 

２年⏕の子どもたちは、これまでのᅗ⏬ᕤసの学⩦を通して、ᮦᩱにゐれ、試し、཭だちの⾲⌧に

出会いながら⾲す⤒㦂を重ねてきた。ࡑの一方で、学校という場には、時間や✵間、活動の進め方など

のไ⣙が存ᅾし、⾲⌧の㏵中に⏕じる変化やᦂらࡂが༑分に⏕かされにくい場面も見られてきた。 

ᅗ⏬ᕤసでは、ࡑうしたไ⣙を༢に取り㝖くのではなく、⾲⌧を方向࡙け、新たな関係や出᮶஦を

࿧び㉳こすせᅉとして捉え直すことを「ไ⣙の࢖ࢨࢹン」と名付け、アト࢚ࣜという学⩦⎔ቃの構成や

ᮦᩱの㓄⨨、活動のᯟ組みを意ᅗ的に設定してきた。 

����、こで、本題ᮦではࡑ 年に行った「行Ⅽがᙧになってい

くࠥẟ糸のୡ⏺をඹに創るࠥ」の授業で見られた「場の変ᐜ」

や、これまでの研究の⵳✚を踏まえ、アト࢚ࣜという学⩦⎔ቃ

のものを中ᚰに据える。アト࢚ࣜを༢にไసだけの場ではなࡑ

く、ᮦᩱの㓄⨨や௚者の存ᅾ、動⥺やど⥺などが┦互にᙳ㡪し

合う中で、出᮶஦が❧ち上がっていく⏕成の場として捉える。 

授業では、ఱを᏶成させるかをあらかじめ定めるのではな

く、⨨く࣭重ねる࣭つなࡄといった行Ⅽを通して、ᙧや㓄⨨、

構造が変化しながら主題が❧ち上がっていく㐣程に౯್を見い

だしたい。また、㸶つのࢢルーࣉが同時に活動する構成とする

ことで、ࡑれぞれの⤒㦂や見え方が重なり合い、཭だちの行Ⅽ

やゝⴥ、ᮦᩱの性㉁や場の≧ἣがきっかけとなり、⾲⌧が᭦新

されていく様子にも目を向けていきたい。 

本題ᮦの構想にあたっては、ே間௨እのものや✵間もྵめて

出᮶஦の⏕成を捉えるど点について᳨ウを重ねてきた。ࡦと࣭

こと࣭もの࣭場など様々な௚者が互いに関わり合いながらとも

に変ᐜする中で、⾲⌧や主題が❧ち上がり⥆ける学びの姿を、

ᅗ⏬ᕤస科の授業として具体化することをねらいとしている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸰᫬㛫┠㸭඲㸳᫬㛫㸧 

ձ アト࢚ࣜ２のᮦᩱや場に出会い、関わりጞめる ͐͐ １時間 

ղ ࢢルーࣉで、⨨く࣭重ねる࣭つなࡄ活動を通して⾲す ͐͐ ２時間㸦本時㸧 

ճ ⾲⌧の変化や出᮶஦をࡩり㏉り、関係の中で⏕まれたものごとについて対話する ͐͐ ２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 。と࣭もの࣭こと࣭場など、様々な௚者との関係の中で❧ち上がる⾲⌧や主題をឤじるࡦ 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１ アト࢚ࣜ２を見Ώし、前時に出会ったᮦᩱや場を☜かめる。 

 。で関わり、様々な行Ⅽをやってみるࣉルーࢢ ２

㸱 ࡩりかえる。 

࣭㉳きていくことを኱஦にすることをఏえる。 

࣭変ᐜしたことにὀ目してኌをかける。 

࣭ḟの活動につながりࡑうなことをඹ᭷する。 

ᅗ ࣛࢡࢵࣛࣈࠊ࡚ࡋ࡟をᬯ㜌࢚ࣜࢺ࢔ �

 ࠋࡓࡋ㦂をඹ᭷⤒ࡿࡍ一ኚࡀሙࠊ࠸౑ࢺ࢖

Ꮚࠊࡣࡕࡓࡶ࡝⣒の⤖び┠ࡸⰍࠊሙ࡟ᛂ

 ࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋ⟆

ᅗ ������ࠖࡃ࠸࡚ࡗ࡞࡟ᙧࡀⅭ⾜ࠕ � ᖺ⏕  

ࡓࡋษ᩿ࠊࡾࡔ࠸࡞ࡘ⣒を࠸ⓑࠊ࡟࢚ࣜࢺ࢔

 ࠋࡓࡋࡾࡓࡋ┤ࡂ࡞ࡘࠊࡾ
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